
勧誘談話の構造と展開
金子綾沙

（文16-203 国語国文学専修 国語学コース 4年）

【研究概要】
本研究では、勧誘談話のパターンをポライトネスの観点から分析

するため、ポライトネス理論を基に新たな判定基準を作成した。そし

て、その基準によって、会話中の〈勧誘〉〈断り〉などの各話段がどの

ポライトネスの性質を持っているものかを判定した。また、その性質

がどのように影響し合うか、どのように展開するかを分析、考察した。
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地域、年代、性別の異なる話者をペアとして、以下の手順による電話会話を収
録したもの。

・同性の親しい友人同士2名（話者Ａ、話者Ｂ）がペアとなり、電話で会話を
行う。

・話者Ａ、話者Ｂのそれぞれに、相手に伝える内容を指示する。
・話者Ａが電話のかけ手、話者Ｂが受け手の会話を実施したのち、役割を
入れ替えて、異なる場面設定の会話を実施する。

場面設定
【Ａへの指示内容】Ｂさんから電話がかかってきます。Ｂさんの持ちかける用
件をいったんは断ってください。Ｂさんは説得してくるので、適度なところで
了解してください。

【Ｂへの指示内容】日曜日に自治会（職場・親睦グループ等）の親睦会（飲
み会、日帰り 旅行等）があります。Ａさんに電話をかけ、誘ってください。断
られても説得してください。

⇒会話の主要部のうち〈勧誘〉から〈断り〉への展開に注目

【調査資料】

〔勧誘の基準〕
P    行くよね？
P    行こうよ。（「～よう」の形）
N    行かない？（否定疑問文）
N    ～行くんだけどどう？、行く？、どうかなと思って
N    暇？、なにしてるん（都合に言及）

〔断りの基準〕
P    理由＋無理など拒否の言葉
P    理由（具体的）のみ
N    理由（抽象的：用事、予定、などの表現）
N    理由（抽象的）＋断定を避ける表現、理由なし、

断定を避ける表現

図 フェイス・リスクの大きさ
とストラテジー（滝浦2008）

以下の図 を基に、各話段（ここでは〈勧誘〉〈断り〉）のポライトネスを判定する基準を作成

【ポライトネス理論】

勧誘は大きく分けて、 種類の勧誘表現がみられた
・慣用的な勧誘表現（例：行こうよ、行かない？）
・非慣用的な勧誘表現（例：どう？、行く？、暇？）
→同じ基準ではかるためにアンケートを実施


